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6月10日に耕作放棄地解消事業として、新城地区の遊休

農地に植えたトウモロコシの収穫を行いました。

収穫には、新城こども園、恵典の泉、新城地区公民館の

方々約50人が参加しました。

園児たちは農業委員・推進委員にトウモロコシの採り方を教

えてもらい、たくさん収穫しました。

耕作放棄地解消農地でトウモロコシを収穫！

その場で収穫したトウモロコシを味見しました。

「甘くておいしい！」と評判でした。

お礼にポスターを持ってきてくれました。



耕作放棄地解消事業とは？

農業委員・推進委員自らが農機具等を持ちより、荒れている農地を耕作可能な農地に再生し、地域の

耕作放棄地解消のモデルとして農作物を栽培する事業です。

毎年、対象農地を選定して、重機等で遊休農地の耕作を行い、トウモロコシ・バレイショの作付けや稲作

を行います。農地は担当地区の農業委員を中心に管理しています。

1年間農業委員会で管理した後は、市の担い手農家が借り受けて耕作を行います。

また、耕作放棄地解消事業の農地で収穫した農作物は、市内の園児・小学生が収穫体験を行うことで、

農業への理解を深める目的もあります。

「甘くておいしい！」と評判でした。

事業前 事業後

農地パトロールを農業委員会全体で行いました！

農業委員会では毎年8月頃、農地利用の確認や遊休農地の実態把握、違反転用の発生防止・早期発見を

目的に利用状況調査（農地パトロール）を実施しています。

7月22日、担当地区以外の農地についても情報を共有するため、バスで市木地区、水之上地区、上野台地の

農地パトロールを行いました。

また、水之上地区では7月の豪雨災害の被害状況について確認しました。

垂水市農業委員会では、今後も農家を積極的にサポートしていきたいと考えております。

農地の利用等でご相談がありましたら、いつでもご連絡ください。

７月の豪雨によって土砂が流れ込んだ水田（水之上地区） 農地パトロールの様子



２a未満農業用施設建築届のお願い

農地に耕作又は養畜のため，2ａ未満の農業用施設（堆肥舎、畜舎、農舎）を建

築する際には、2a未満農業用施設建築届の提出をお願いしております。

具体的な手続きについては農業委員会事務局にご連絡ください。

垂水市の下限面積のお知らせ

農地の権利を取得（農地売買、贈与等）するには、取得する本人、あるいはその世帯

員等が、取得後の耕作面積が垂水市で設定された下限面積を超えなければ、農地を取

得できません。また、空き家に付属した農地（垂水市空き家バンクに登録した家屋に付属

する農地）にも下限面積が設定されております。この下限面積は市町村によって異なるた

め、ご注意ください。

区域 下限面積 

垂水市全域 20アール 

空き家に付属した農地（垂水市

空き家バンクに登録した家屋に

付属する農地に限る。） 

0.1アール 

 

無断転用等には罰則があります！

許可を受けずに無断で農地を転用した場合や転用許可に係る事業計画どおり転用して

いない場合には、農地法違反となり、工事の中止や原状回復等の命令がなされる場合が

あり、罰則の適用もあります。

①転用違反

3年以下の懲役または、300万円以下の罰金（法人は1億円以下の罰金）

②違反転用における原状回復命令違反

3年以下の懲役または、300万円以下の罰金（法人は1億円以下の罰金）



全国農業新聞・農業者年金はいかがですか？


　全国農業新聞は週刊の農業総合専門紙です。農政解

説・農業経営に関する情報や、くらしに役立つ話題を農業

者の視点からお届けします（毎週金曜日・月４回発行、

700円/月）。

　農業者年金は、国民年金の第１号被保険者で20歳以

上60歳未満の年間60日以上農業に従事している農業者

であれば誰でも加入できる年金制度です。毎月の納付額は

２万円から６万７千円の間で自由に選択でき、意欲ある

担い手には、保険料の国庫補助制度（政策支援）もあり

ます。

【発行元・お問合せ先】

垂水市農業委員会事務局

鹿児島県垂水市上町１１４番地(垂水市役所内）

ＴＥＬ：0994-32-1205

ＦＡＸ：0994-32-6625

令和2年度農作業標準賃金及び農作業料金

令和2年度農作業標準賃金及び農作業料金を下表のとおり定めました。ただし、あくまでも標

準の金額ですので、作業内容や条件等、お互いによく話し合いの上、金額を決めてください。


